
特定非営利活動法人 ウェル・クラフト  ２０１９年度 通常総会議事録 

１．日  時：２０１９年６月３０日（日） １３：００～１７：００ 

 

２．場  所：特定非営利活動法人なごみ１Ｆ ウェル・クラフト工房 

（京都市伏見区竹田中川原町４５４番地） 

 

３．出  席：正会員総数：１５名 

出席者数 ：１４名（うち、書面表決者：４名、表決委任者：２名） 

賛助会員出席者数：０名 

 

４．審議事項：第１号議案 事業報告 

第２号議案 事業計画 

第３号議案 活動決算 

第４号議案 活動予算 

第５号議案 役員の選任 

 

５．議事の経過の概要及び議決の結果 

議事に先立ち、議長の選任について諮ったところ、満場一致をもって廣海格氏を議長

に選任し、総会の議事に入った。 

 

第１号議案 事業報告を提案・審議したところ全員異議なく承認した。 

新リーフレットの紹介 

製品の紹介 

車いす用体重計・車いす用レインコート・車いす用簡易テーブル・     

携帯用手動運転装置・車いす用ドライブレコーダー・ラッチ＆タイマー・  

駐車許可証入れ・防寒用スカート・車いす電動化ユニットなど 

製造・販売実績 

資金調達 

京都新聞社会福祉事業団「京都新聞福祉活動支援」助成金２９万円 

ホームページ・Facebook を活用した情報提供事業の実施 

イベント参加活動 

バリアフリーカーシェアリング事業 

クラウドファンディングの活用 

２人乗り電動車いすの開発 

事業所設立の可能性の検討 



第２号議案 事業計画を提案・審議したところ全員異議なく承認した。 

製造・販売事業 

体重計にスマホを連携させて、体重管理に役立てられないだろうか。 

JCIL、スリーピースの方に聞いてみる。 

手動装置をお年寄りに活用してもらえば発進事故等が減るのでは？  

手動運転は、手が敏感に反応するので、慣れるのに少し時間がかかる。 

収益を上げられることが大切。 

当会の目玉商品を作る。 

外注を取ってくる→これを収入源にし、メインの仕事にあてる。 

ボランティア保険加入について 

ボランティア保険は、２つ（異なる団体ごと）の保険に加入する必要があるの

か。→１つ入っていれば良いことを確認 

情報提供事業の充実 

資金調達 

助成金は、５月締め切りもあるようだ。申請はネットのまとめサイトがある。 

助成金は、３月頃に募集すると集まりやすいのではないか。 

決算の関係や処遇改善費の関係（次年度に持ち越しできない？） 

寄付の呼びかけ 

バリアフリーカーシェアリング事業 

カーシェアリングのメンテナンスはどうするのか。 

会費でする。 

カーシェアリングは、7月中旬から動き出してはどうかと思っている。 

クラウドファンディングの活用 

ウェル・クラフトの紹介のためにスローガン・理念・目的を確認。 

スローガン 

『自分たちで作り出す社会貢献』 

理念 

一、障害のある人の生活をより快適にするものづくり 

一、障害のある人の集い場所へと繫がるものづくり 

一、障害のある人が主体者となれる未来に歩み進めていくものづくり 

目的 

障害があるが故にまた車いすであるが故に、日常生活で不便を感じること

はいろいろあります。そんなとき、ホームセンターで売っているような商品

にちょっとした工夫を加えることで、不便を解消し生活を快適にするグッズ

に変身させることもできます。 

新しい技術を開発する力はなくても、個人の経験やアイデアを生かしたも



のづくりで、障害者の生活を少しでも快適にできるような貢献を、私たちは

進めていきます。また、この活動で障害者の就労機会を増やしたり、支援事

業を行うなど、多面的に障害者の生活向上に寄与する貢献を進めていきます。 

認定NPO法人になることで、寄付をした場合に「寄付金控除」制度が適用され

るようになり寄付が集まりやすくなるのでは。 

２人乗り電動車いすの認可に向けた取り組み、特区の提案 

特区提案は、ＡＬＳの団体や難病連に声かけをしてみてはどうか。 

事業所設立の可能性の検討 

多機能型デイサービス(Ｂ型と併用)がある。上京区のアイアイハウスなど。 

介護事業所設立３年目 職員１０名 

NPO法人の特性を活かすとすれば、助成金を獲得する。 

黒字運営をしなければならない。 

たとえば、非常勤の勤務時間が月８０時間を越えると助成金が支払われる。 

人材を使うので助成金額が多い。←厚労省管轄 

持ち出しが多く、助成金額が３年間で一番多い。 

助成金を獲得するのに社労士を利用している。 

人材確保のため給料は平均より多く支給している。 

なごみから自立していく形を取っていく方向に考えていく。 

就労は賛成だが、突破口を考えると潜在的な困難さがある。 

福祉と事業を並行しても利用者さんに支払う賃金を確保するのは難しい。 

精神障害者の利用者がＢ型（喫茶店）に通所されている。喫茶店は収益が出や

すいが、物を作っても収益はあがりにくい。 

外注で製作する方法もある。ビーズ詰め、箱作り、さおり織り等が高く売れる

そうだ。 

分銅の購入 

体重計を持参し体重を測定するサービスの提供 

 

第３号議案 活動決算を提案・審議したところ全員異議なく承認した。 

 

第４号議案 活動予算を提案・審議したところ全員異議なく承認した。 

 

第５号議案 役員の選任を提案したところ全員異議なく承認した。 

理事長   平野 功 

副理事長  中村 里美 

理事    廣海 格 

監事    竹下 惠理子 



  ※下線部分は提案に対する補足や意見 

 

６．議事録署名人の選任に関する事項 

議長より、本日の議事をまとめるにあたり、議事録署名人２名を選任することを諮り、

平野功氏、中村里美氏、を選任することについて全員異議なく承認した。 

 

 

 

 以上、この議事録が正確であることを証します。                                     

 

議    長  廣海格       ㊞  

 

議事録署名人  平野功       ㊞  

 

議事録署名人  中村里美      ㊞  


